
移
住
開
拓
島
の
無

人
島
化

移
住
開
拓
島
の
民
俗
学
ノ
ー
ト
（
三
）

野
　
　
地

恒
　
有

墾
し
て
大
根
を
播
い
て
し
ま
っ
た
。
」
（
柳
田
　
一
九
九
〇
a
）

　
新
興
住
宅
地
に
群
生
す
る
植
物
の
移
り
変
わ
り
に
お
い
て
タ
ケ
ニ
グ
サ

時
代
と
も
い
う
時
期
が
あ
る
。
「
野
草
雑
記
」
は
新
興
住
宅
地
の
歴
史
を

タ
ケ
ニ
グ
サ
の
盛
衰
か
ら
と
ら
え
た
開
拓
地
の
風
景
論
で
あ
る
（
写
真

～
。

　
筆
者
が
育
っ
た
新
興
住
宅
地
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
、
タ
ケ
ニ
グ
サ
時

代
か
ら
ス
ス
キ
時
代
の
変
遷
を
造
成
さ
れ
た
赤
土
の
土
手
で
目
に
し
た
。

背
が
高
く
赤
茶
色
を
し
た
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
茎
を
折
る
と
そ
こ
か
ら
出
て
く

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
樹
液
を
子
供
た
ち
は
毒
だ
と
言
っ
て
嫌
っ
て
い
た
。
新

た
に
造
成
さ
れ
た
空
き
地
に
群
生
す
る
タ
ケ
ニ
グ
サ
は
新
興
住
宅
地
や
開

拓
地
に
共
通
す
る
風
景
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
写
真
２
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
一
時
的
移
動
生
活
に
よ
り
開
拓
さ

れ
た
愛
媛
県
松
山
市
の
由
利
島
に
お
け
る
写
真
で
あ
る
。
開
拓
者
の
納
屋

の
そ
ば
に
写
っ
て
い
る
背
の
高
い
植
物
は
タ
ケ
ニ
グ
サ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

－53－

一
、
開
拓
地
の
風
景
｜
竹
林
と
タ
ケ
ニ
グ
サ

　
柳
田
国
男
は
「
野
草
雑
記
」
に
お
い
て
、
柳
田
の
住
ん
だ
喜
多
見
と
い

う
東
京
郊
外
の
住
宅
地
の
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
タ
ケ
ニ
グ
サ
（
和
名
タ

ケ
ニ
グ
サ
）
と
い
う
草
木
の
盛
衰
か
ら
と
ら
え
た
。
そ
こ
で
、
柳
田
は
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
造
成
後
の
新
興
住
宅
地
の
新
築
の
家
で
は
「
一
度
は
こ
の
草
に
お
び
や

か
さ
れ
て
、
い
か
に
も
文
化
住
宅
の
浅
は
か
さ
を
、
思
い
知
ら
さ
れ
ず
に

は
す
ま
ぬ
よ
う
な
時
期
」
が
あ
る
。
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
群
生
は
「
土
を
掘
り

返
し
て
日
の
光
が
一
面
に
当
り
、
静
か
に
進
み
寄
る
小
草
の
ま
だ
乏
し
い

間
に
は
、
た
と
え
ば
植
民
地
の
最
初
の
自
然
移
民
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
こ

に
し
ば
ら
く
の
盛
り
を
息
づ
く
の
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
や
が
て
タ
ケ
ニ

グ
サ
の
「
目
の
覚
め
る
よ
う
な
美
し
さ
を
見
せ
た
西
隣
の
空
地
は
、
ほ
ど

な
く
土
が
古
び
て
再
び
芒
に
占
領
せ
ら
れ
、
今
年
は
い
よ
い
よ
隣
組
が
開
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そ
し
て
、
「
野
草
雑
記
」
の
中
で
柳
田
は
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
地
方
名
を
あ

げ
な
が
ら
、
そ
の
命
名
の
由
来
を
「
茶
色
の
細
長
い
花
莢
を
附
け
た
」
タ

ケ
ニ
グ
サ
の
外
貌
が
竹
に
似
て
い
た
か
ら
と
し
て
、
タ
ケ
ニ
グ
サ
と
竹
の

外
貌
の
相
似
に
求
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
（
嫌
わ
れ
る
タ
ケ
ニ
グ
サ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
長
過
程
の
一
時
期
に

は
）
美
し
く
見
え
る
日
が
二
日
か
三
日
は
あ
っ
て
、
そ
れ
が
最
も
竹
ら
し

く
感
じ
ら
れ
る
と
き
で
も
」
あ
り
、
そ
の
と
き
の
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
「
梢
が

伸
び
き
っ
て
こ
と
ご
と
く
茶
色
の
細
長
い
花
莢
を
附
け
た
と
こ
ろ
は
、
山

の
野
生
の
小
竹
林
を
思
わ
せ
る
。
竹
に
も
や
や
こ
れ
と
似
た
色
彩
を
見
せ

る
季
節
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
（
柳
田
　
一
九
九
〇
a
）
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
私
は
、
タ
ケ
ニ
グ
サ
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
外
貌
が
竹

と
似
て
い
る
点
と
は
別
の
点
か
ら
推
測
し
て
み
た
い
。

　
私
は
、
香
川
県
丸
亀
市
の
小
手
島
（
土
地
の
人
は
小
手
島
を
「
オ
デ
シ

マ
」
と
言
っ
て
い
る
）
に
向
か
う
フ
ェ
リ
ー
の
中
で
、
小
手
島
を
眺
め
な

が
ら
小
手
島
の
人
が
話
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
会
話
を
聞
い
た
。

　
「
竹
は
強
い
。
島
の
竹
や
ぶ
の
と
こ
ろ
は
も
と
は
畑
だ
っ
た
。
あ
そ
こ

の
竹
林
に
は
オ
ダ
イ
シ
さ
ん
に
登
る
道
が
あ
っ
た
、
そ
の
道
が
竹
林
に
な

っ
て
い
る
。
」

　
小
手
島
で
は
、
屋
敷
や
畑
の
後
が
放
置
さ
れ
て
、
そ
こ
が
マ
ダ
ケ
や
モ

ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
の
竹
や
ぶ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
小
手
島
で
は
近
年
、
竹
や

ぶ
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。
開
拓
地
や
開
墾
地
は
放
置
す
る
と
竹
や

ぶ
に
な
る
。
（
写
真
３
）
（
写
真
４
）

　
開
墾
さ
れ
た
跡
の
土
地
が
放
置
さ
れ
る
と
竹
林
に
覆
わ
れ
る
過
程
と
そ

の
結
果
の
姿
が
、
開
墾
の
よ
う
に
土
が
起
こ
さ
れ
た
跡
に
タ
ケ
ニ
グ
サ
の

林
に
な
る
過
程
と
そ
の
結
果
の
姿
に
似
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

柳
田
も
「
普
請
で
土
を
動
か
し
た
部
分
」
は
「
そ
こ
ば
か
り
は
堂
々
と
し

た
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
林
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
観
察
し
て
い
る
が
、
こ
の

プ
ロ
セ
ス
と
、
放
置
さ
れ
た
畑
地
や
宅
地
跡
が
竹
林
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
土
を
起
こ
し
た
跡
の
更
地
に
は
タ
ケ
ニ
グ
サ
の
林
が
で
き
る
。
放
置
さ

れ
た
畑
地
や
宅
地
の
跡
に
は
竹
林
が
で
き
る
。
タ
ケ
ニ
グ
サ
と
い
う
名
は
、

タ
ケ
ニ
グ
サ
と
竹
の
外
見
が
似
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
（
こ
れ
も
関

連
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
た
だ
外
見
だ
け
で
な
く
）
、

開
拓
や
開
墾
の
過
程
に
お
い
て
更
地
の
次
の
段
階
に
タ
ケ
ニ
グ
サ
や
竹
の

群
落
が
あ
ら
わ
れ
る
遷
移
の
過
程
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
経
験
的
な
知
識

に
も
と
づ
い
て
命
名
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
タ
ケ
ニ
グ
サ
と
い

う
名
は
、
開
墾
地
や
開
拓
地
の
風
景
の
I
コ
マ
を
あ
ら
わ
し
た
言
葉
な
の

で
あ
る
。

二
、
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島
資
料

　
瀬
戸
内
海
域
に
お
い
て
移
住
開
拓
島
が
形
成
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ

の
多
く
が
無
人
島
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島

の
例
を
あ
げ
て
今
後
の
研
究
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
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を
付
す
る
。

　
無
人
島
化
は
過
疎
化
で
は
な
い
。
無
人
島
化
と
は
定
住
化
の
対
立
語
で

あ
り
、
移
住
開
拓
島
に
お
け
る
定
住
生
活
の
途
絶
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

過
疎
化
と
は
、
完
成
し
持
続
し
た
定
住
生
活
の
状
態
か
ら
の
衰
退
の
こ
と

で
あ
る
。
無
人
島
化
と
は
定
住
化
に
至
ら
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
、
移
住
後

の
定
住
生
活
の
形
成
過
程
に
お
け
る
途
絶
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）
股
島
〔
香
川
県
観
音
寺
市
〕

【
資
料
１
】
（
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
ー
九
七
三
）

〔
概
要
〕
　
一
八
九
七
年
頃
に
伊
吹
島
か
ら
移
住
。
戸
数
七
。
移
住
前
に
も

こ
の
島
に
出
作
り
小
屋
が
あ
り
、
耕
し
に
来
て
い
た
。
一
九
三
七
年
現
在

の
畑
の
面
積
は
四
町
足
ら
ず
。

〔
生
活
〕
島
に
は
学
校
が
な
い
の
で
、
学
童
は
伊
吹
島
の
親
戚
に
預
け
て

ら
れ
て
、
そ
こ
か
ら
通
っ
て
い
る
。

　
島
に
住
ん
で
一
番
不
便
な
こ
と
は
郵
便
回
数
が
少
な
い
こ
と
で
、
一
ヶ

　
月
に
二
回
し
か
配
達
さ
れ
な
い
。

　
盆
正
月
に
は
伊
吹
島
に
帰
っ
て
い
る
。

　
井
戸
形
の
天
水
溜
が
三
つ
あ
る
。
海
岸
に
明
神
祠
が
祀
っ
て
あ
る
。
六

　
月
二
〇
日
が
明
神
祭
で
あ
る
。

〔
漁
業
〕

　
地
引
き
網
だ
け
を
や
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
二
年
頃
に
巾
着
網
が
入
っ

た
。
巾
着
網
の
網
主
が
三
人
い
る
。
こ
の
網
主
は
地
引
き
網
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。
巾
着
網
の
構
成
員
は
加
工
人
も
加
え
る
と
一
網
七
〇
人
を
必
要

と
す
る
の
で
、
盆
前
の
約
三
〇
日
間
と
盆
後
の
I
〇
日
間
に
は
よ
そ
か
ら

働
き
に
来
る
者
が
多
く
、
非
常
な
活
気
を
呈
す
る
。
島
の
娘
は
イ
リ
コ
を

作
る
。

　
マ
ス
網
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

＊
股
島
に
関
す
る
基
本
的
な
聞
き
取
り
資
料
（
第
一
次
資
料
）
。
こ
れ
は
、

一
九
三
七
年
に
渋
沢
敬
三
を
中
心
と
し
た
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
島
嶼
巡
訪
調
査
。
こ
の
調
査
は
、
一
九
三
七
年

五
月
一
五
日
か
ら
二
〇
日
の
六
日
間
に
、
瀬
戸
内
海
申
部
の
二
六
の
島
と

五
つ
の
海
浜
を
船
で
巡
航
し
な
が
ら
お
こ
な
わ
れ
た
（
河
岡
　
一
九
七

三
）
。
こ
の
調
査
資
料
は
、
一
九
四
〇
年
九
月
に
「
瀬
戸
内
海
島
嶼
巡
訪

日
記
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
次
の
「
資
料
２
」
や
【
資
料
３
】
に
あ
げ
る
文
献
で
一
八
〇
〇
年
代
末

か
ら
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
状
況
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
引
用
文

献
の
記
載
は
な
い
け
れ
ど
も
、
「
瀬
戸
内
海
島
嶼
巡
訪
日
記
」
か
ら
の
引

用
あ
る
い
は
再
引
用
で
あ
る
。

　
【
資
料
１
】
の
申
の
マ
ス
網
と
は
定
置
網
の
こ
と
で
あ
り
、
大
正
一
〇

年
頃
に
広
島
県
福
山
市
の
走
島
か
ら
漁
師
が
来
て
始
め
た
の
が
、
伊
吹
島

の
始
ま
り
で
あ
る
（
武
田
　
一
九
九
こ
。
ま
た
、
明
神
祠
に
つ
い
て
は
、

「
旧
暦
六
月
二
二
日
に
、
エ
ビ
ス
さ
ん
を
船
に
乗
せ
て
、
伊
吹
島
を
一
周

し
て
、
股
島
の
エ
ビ
ス
さ
ん
ま
で
足
を
伸
ば
す
」
と
あ
る
（
観
音
寺
市
誌

増
補
改
訂
版
編
集
委
員
会
　
一
九
八
六
）
。
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【
資
料
２
】
（
観
音
寺
市
誌
増
補
改
訂
版
編
集
委
員
会
　
一
九
八
方

　
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
の
検
地
帳
（
八
幡
神
社
蔵
）
に
は
股
島
分
と

し
て
四
反
一
畝
一
八
歩
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
股
島
は
拓
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
八
六
年
現
在
、
股
島
は
、
高
屋
町
の
森
川
繁
之
氏
所
有
地
（
畑
）

一
町
九
反
六
畝
五
歩
（
島
の
四
三
。
八
％
）
、
そ
の
他
私
有
地
（
宅
地
・

畑
）
九
反
二
畝
二
八
歩
、
伊
吹
島
所
有
地
（
山
林
）
　
一
町
五
反
八
畝
二
六

歩
、
計
四
町
四
反
七
畝
二
九
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　
股
島
港
は
一
九
三
九
年
に
竣
工
し
た
、
第
一
種
漁
港
（
一
九
五
二
年
指

定
）
。

　
一
九
六
五
年
頃
、
最
期
に
残
っ
た
川
端
家
も
生
活
の
本
拠
を
伊
吹
島
に

移
し
、
漁
期
を
含
め
て
半
年
ほ
ど
は
老
夫
婦
が
股
島
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、

そ
れ
も
一
九
七
五
年
頃
に
無
人
島
と
な
っ
た
。

【
資
料
３
】
（
伊
吹
島
民
俗
資
料
館
運
営
委
員
会
　
二
〇
〇
四
）

　
一
九
六
五
年
頃
、
川
端
福
松
夫
婦
（
マ
ッ
セ
）
が
生
活
の
本
拠
を
伊
吹

島
に
移
し
た
。
漁
期
を
含
め
て
半
年
は
股
島
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
一
九

七
五
年
頃
に
無
人
島
と
な
る
。

　
股
島
に
エ
ビ
ス
、
金
比
羅
社
を
祀
る
。
港
祭
り
に
は
上
陸
し
て
お
参
り

す
る
。

　
＊
【
資
料
３
】
文
献
「
股
島
の
今
昔
」
は
、
【
資
料
２
】
文
献
「
観
音

寺
市
誌
通
史
編
」
を
（
間
接
的
に
は
「
資
料
１
」
文
献
も
）
も
と
に
し
て

い
る
が
、
文
中
の
傍
点
の
部
分
が
加
筆
さ
れ
た
新
情
報
で
あ
る
。

　
こ
の
川
端
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
股
島
で
網
元
を
し
て
巾
着
網
で
イ
ワ
シ

を
と
っ
て
イ
リ
コ
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
も
う
な
く
な
っ

た
と
い
う
。
股
島
に
住
ん
で
い
た
人
の
子
ど
も
（
現
在
五
〇
歳
ぐ
ら
い
の

人
）
が
伊
吹
島
で
定
置
網
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
筆
者
調
査
）
。

（
２
）
大
黒
神
島
〔
広
島
県
江
田
島
市
〕

【
資
料
４
】
（
沖
美
町
郷
土
史
編
集
委
員
会
　
一
九
八
九
）

　
広
島
県
江
田
島
市
沖
美
町
。
天
保
の
大
飢
饉
の
頃
（
一
九
世
紀
初
め
）

か
ら
新
し
い
農
耕
地
を
求
め
て
能
美
島
か
ら
移
住
す
る
者
が
多
く
な
り
、

白
瀬
川
を
境
と
し
て
西
側
が
畑
村
（
沖
美
町
）
、
東
側
が
岡
大
王
村
（
沖

美
町
）
の
所
属
と
な
っ
た
。
大
正
中
期
頃
か
ら
は
農
耕
船
で
通
い
な
が
ら

の
農
業
が
主
で
あ
っ
た
。
田
植
え
時
期
に
な
る
と
小
舟
に
牛
馬
を
乗
せ
て

島
に
渡
り
田
ご
し
ら
え
を
し
た
。
最
盛
期
に
は
水
田
一
三
町
五
反
、
畑
一

二
町
六
反
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
ま
っ
た
く
の
荒
れ
放
題
で
あ
る
。

　
黒
神
島
の
最
大
の
資
源
は
木
材
で
あ
り
、
島
の
大
部
分
が
村
有
林
と
な

っ
て
い
る
。
島
の
村
有
林
は
江
戸
時
代
以
来
村
の
財
政
や
村
民
の
暮
ら
し

を
潤
す
上
で
大
い
に
役
立
っ
た
。
木
材
の
ほ
か
、
ヨ
イ
チ
ベ
エ
と
呼
ば
れ

る
シ
ダ
も
焚
き
物
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
島
の
花
崗
岩
も
採
石
さ
れ
て
き

た
。
一
九
八
九
年
現
在
は
島
に
三
ヵ
所
の
採
石
場
が
あ
り
、
町
内
の
三
業

者
が
町
と
契
約
し
て
採
掘
し
て
い
る
。

＊
こ
の
大
黒
神
島
の
神
社
は
、
鎌
倉
時
代
の
「
安
芸
国
神
名
帳
」
に
記
載
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の
「
黒
神
明
神
」
に
あ
た
る
と
い
う
（
沖
美
町
郷
土
史
編
集
委
員
会
　
一

九
八
九
）
。
柳
田
は
『
譚
海
』
巻
六
に
「
安
芸
の
厳
島
の
別
島
に
黒
髪
（
マ

マ
）
と
い
う
所
あ
り
。
そ
の
か
み
明
神
の
ま
し
ま
せ
し
所
に
て
、
今
に
社

頭
鳥
居
な
ど
残
り
て
あ
り
。
こ
の
島
に
犬
な
し
。
大
の
吠
ゆ
る
声
を
憎
ま

せ
た
ま
う
ゆ
え
と
い
え
り
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
黒
神
島
を
犬
を
上
陸
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
戒
め
の
あ
る
島
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る

（
柳
田
　
一
九
九
〇
b
）
。

　
島
へ
犬
を
連
れ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
に
つ
い
て
、
柳
田

は
、
そ
の
本
源
的
な
理
由
は
島
が
葬
地
だ
っ
た
か
ら
と
推
測
し
た
（
柳
田

一
九
九
〇
b
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
は
犬
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
の
は

定
住
と
土
地
占
有
を
表
明
す
る
行
為
で
あ
っ
た
た
め
、
島
に
犬
を
連
れ
て

行
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
た
と
え
ば
、
新
島
の

共
有
地
で
あ
っ
た
式
根
島
に
も
そ
の
よ
う
な
禁
忌
が
あ
っ
た
が
、
共
有
地

で
あ
っ
た
の
で
犬
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
島
の
土
地
の
占
有
、
あ

る
い
は
移
住
定
着
の
意
思
の
表
明
で
あ
っ
た
の
で
、
む
や
み
に
犬
を
共
有

地
で
あ
る
無
人
島
へ
連
れ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し

た
（
野
地
　
二
〇
一
二
。
こ
の
犬
を
連
れ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
禁
忌
が
あ
っ
た
大
黒
神
島
も
、
や
は
り
共
有
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

（
３
）
横
島
〔
広
島
県
呉
市
〕

【
資
料
５
】
（
宮
本
　
一
九
六
八
）

　
倉
橋
島
の
村
有
地
で
あ
り
、
　
本
浦
の
草
刈
り
場
で
あ
っ
た
。
一
丸
〇
二

年
に
植
林
を
し
て
村
の
基
本
財
産
と
し
た
。
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
こ

れ
を
売
り
五
〇
〇
〇
円
を
得
て
村
役
場
を
建
て
た
。
一
九
四
五
年
に
倉
橋

島
南
岸
の
者
四
〇
人
が
移
住
し
た
。
し
か
し
、
船
着
き
場
が
な
い
、
開
拓

組
合
長
の
借
入
金
の
使
い
込
み
、
小
学
校
の
火
災
な
ど
に
よ
り
、
一
九
五

九
年
頃
に
は
I
〇
戸
く
ら
い
と
な
っ
た
。
島
を
去
っ
た
者
の
土
地
を
倉
橋

島
の
者
が
買
い
、
ミ
カ
ン
な
ど
を
植
え
て
、
本
当
か
ら
出
作
り
に
来
る
者

も
あ
っ
た
。
小
学
校
も
再
建
さ
れ
た
が
、
無
人
島
と
な
っ
た
。

（
４
）
小
柱
島
〔
山
口
県
岩
国
市
〕

【
資
料
６
】
（
宮
本
　
一
九
六
八
）

　
戦
後
何
人
か
の
人
が
渡
っ
て
開
拓
し
た
が
、
や
が
て
、
彼
ら
は
開
墾
地

を
捨
て
た
。

（
５
）
由
利
島
〔
愛
媛
県
松
山
市
〕

「
資
料
７
」
（
宮
本
　
一
九
六
八
）

〔
困
窮
島
〕
二
神
島
の
「
困
窮
島
」
（
＊
村
の
救
済
制
度
と
し
て
困
窮
し
た

人
が
生
活
再
建
を
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
と
さ
れ
る
島
の
こ
と
）
で
あ

っ
た
。
二
神
島
で
生
活
に
困
っ
た
人
が
老
人
や
子
ど
も
は
二
上
島
に
残
し

て
、
夫
婦
で
由
利
島
に
来
て
畑
を
作
っ
て
稼
い
だ
。
そ
こ
で
I
〇
年
も
農

業
を
す
れ
ば
借
金
を
払
っ
て
貯
蓄
も
で
き
て
財
産
が
た
て
直
っ
て
く
る
と

二
上
島
に
帰
っ
た
。
由
利
島
に
い
る
間
も
盆
や
正
月
に
は
帰
っ
た
。
由
利

島
の
畑
に
ミ
カ
ン
を
植
え
て
、
二
上
島
に
帰
っ
た
後
も
通
い
耕
作
を
お
こ

な
う
者
が
で
き
た
。
「
困
窮
島
」
の
制
度
は
こ
の
よ
う
に
し
て
消
え
て
い

－59－



． I I ‥ ・ ． ．

つ
た
。

〔
イ
ワ
シ
の
出
稼
ぎ
漁
〕
由
利
島
に
は
イ
ワ
シ
の
漁
期
に
な
る
と
、
二
上

島
か
ら
網
船
が
出
稼
ぎ
に
来
て
漁
期
中
滞
在
し
た
。
イ
ワ
シ
網
を
引
く
に

は
男
が
四
〇
人
ほ
ど
必
要
と
し
、
同
時
に
、
イ
ワ
シ
を
イ
リ
コ
に
製
造
す

る
た
め
に
女
も
四
〇
人
ほ
ど
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
多
く
の
場
合
夫
婦
で

出
稼
ぎ
に
来
た
。
未
婚
の
男
性
も
由
利
島
に
来
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
場
合
、
若
い
娘
を
連
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
仲

の
よ
い
娘
を
誘
っ
て
き
て
、
ほ
と
ん
ど
結
婚
し
た
と
い
う
。
（
写
真
５
）

＊
「
困
窮
島
」
は
制
度
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
義
を

提
示
し
た
（
野
地
　
二
〇
一
二
。
私
は
、
村
の
共
有
地
の
個
別
的
な
利

用
の
規
則
が
そ
の
よ
う
な
制
度
と
し
て
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
共
有
地
の
個
別
的
利
用
が
衰
退
す
る
と
、
ミ
カ
ン
栽
培
の
よ
う
な
独

占
的
な
利
用
の
形
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
制
度
と
し
て
の
「
困
窮
島
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
由
利
島

の
開
拓
は
あ
ら
か
じ
め
帰
還
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
一
時
的
、
季
節
的
、

暫
定
的
な
移
動
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
一
時
的
、
季
節
的
、
暫
定
的
な
移
動
労
働
は
出
稼
ぎ
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
定
性
化
を
前
提
と
し
て
移
住
で
は
な
い
。
由
利
島
は

「
移
住
開
拓
島
」
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
出
稼
ぎ
開
拓
島
」
で
あ
る
。

　
由
利
島
へ
の
出
稼
ぎ
が
定
性
化
し
な
か
っ
た
の
は
、
村
の
共
有
地
と
し

て
の
島
、
出
作
り
の
島
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
う
ち
に
、
無
人
島
化
し
た
と

予
想
す
る
。

写真５　由利島における出稼漁中の住居［1950年代後半］（宮本1986 : 273)
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こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
出
作
り
の
状
態
の
「
出
稼
ぎ
開
拓
島
」
の
段
階

か
ら
定
住
化
し
た
の
が
、
（
１
）
の
股
島
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
結
局
、

股
島
は
無
人
島
化
し
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
。

（
６
）
地
無
垢
島
〔
大
分
県
津
久
見
市
〕

「
資
料
８
」
（
津
久
見
市
　
一
九
八
五
）

〔
概
略
〕
　
無
垢
島
は
地
無
垢
島
と
沖
無
垢
島
か
ら
な
り
、
現
在
、
沖
無
垢

島
は
無
人
島
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
八
七
三
年
、
岡
山
県
の
阿
賀
崎
村
の
戸
川
七
郎
が
無
垢
島
の
払
い
下

げ
を
受
け
て
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
の
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
実
施

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

　
一
八
八
一
年
に
無
垢
島
に
四
戸
、
九
人
が
居
住
し
た
。
先
祖
は
山
脇
重

助
と
い
う
人
と
い
わ
れ
、
そ
の
墓
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
移
住
の
い

き
さ
つ
は
不
明
で
、
関
係
者
も
島
に
は
住
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
愛
媛
県

の
三
崎
の
人
が
最
初
に
無
垢
島
に
住
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
一
丸
八

五
年
現
在
、
地
無
垢
島
に
住
ん
で
い
る
人
は
保
戸
島
、
臼
杵
、
津
久
見
、

佐
賀
関
と
の
関
係
者
が
多
い
。
無
垢
島
保
戸
島
と
の
関
係
が
深
く
、
寺
は

保
戸
島
の
海
徳
寺
、
法
照
寺
の
檀
家
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
は
一
丸
八
〇

年
、
一
一
一
人
、
世
帯
数
四
一
。
一
八
八
一
年
以
降
、
人
口
は
漸
増
し
て

い
る
。

〔
入
会
漁
場
〕
無
地
島
周
辺
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
津
久
見
、
臼
杵
、
佐

賀
関
な
ど
コ
ー
か
村
の
入
会
漁
場
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
現
在
も
、
無
垢

島
の
地
先
の
漁
業
権
は
佐
賀
関
町
、
臼
杵
市
お
よ
び
保
戸
島
の
各
漁
業
協

同
組
合
の
入
会
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
無
垢
島
の
漁
業
権
は
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。

〔
飲
料
水
〕
島
に
は
三
つ
の
共
同
井
戸
が
あ
る
。
二
つ
の
井
戸
は
塩
分
が

多
い
。
も
う
一
つ
の
井
戸
は
真
水
で
飲
料
水
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九

七
七
年
度
か
ら
給
水
船
が
就
航
し
た
。
給
水
船
は
市
営
船
無
垢
島
丸
が
客

船
と
兼
用
し
て
い
る
。
一
丸
六
六
年
に
自
家
発
電
、
一
丸
七
四
年
に
海
底

送
電
。

〔
土
地
〕
島
は
津
久
見
市
大
字
長
目
二
六
四
八
番
地
と
記
さ
れ
て
お
り
、

島
全
体
が
同
一
の
住
所
で
、
津
久
見
市
の
所
有
で
あ
る
。
市
に
地
代
を
払

っ
て
い
る
。
島
民
の
私
有
地
は
な
い
。

三
、
移
住
化
と
無
人
島
化

　
　
　
－
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島
の
調
査
計
画
案

　
定
住
化
に
成
功
し
た
移
住
開
拓
島
に
注
目
し
て
、
定
住
過
程
で
構
築
さ

れ
た
漁
業
活
動
が
作
り
出
す
周
辺
地
域
と
の
関
係
（
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
過
程
で
、
瀬
戸
内
海
域
に
お
い
て
い
く
つ
か
の

移
住
開
拓
島
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
無
人
島
化
し
て

か
っ
た
。

い
る
こ
と
が
わ

　
そ
こ
で
、
定
住
化
に
成
功
し
持
続
し
て
い
る
事
例
だ
け
を
対
象
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
定
住
化
に
失
敗
し
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島
の
事
例
に

も
注
目
し
て
、
そ
の
定
住
生
活
が
途
絶
し
て
い
っ
た
過
程
を
対
比
的
に
と

ら
え
て
定
住
化
に
成
功
し
た
事
例
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
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社
会
の
定
住
過
程
や
移
住
社
会
の
特
徴
を
、
よ
り
一
般
化
し
た
形
で
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
（
調
査
課
題
）
が
浮
上
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
延
長
で
は
あ
る
が
、
大
き
く
異
な
り
発
展
さ

せ
る
べ
き
研
究
視
点
は
次
の
２
点
で
あ
る
。

　
・
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
定
住
生
活
の
途

　
　
絶
過
程
に
注
目
す
る
。
無
人
島
化
と
は
定
住
化
の
対
立
語
で
あ
り
、

　
　
移
住
開
拓
島
に
お
け
る
定
住
生
活
の
途
絶
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　
　
過
疎
化
と
は
異
な
る
。

　
・
移
住
後
に
構
築
さ
れ
る
生
活
を
、
漁
業
活
動
だ
け
で
な
く
生
活
体
系

　
　
と
し
て
全
体
的
に
と
ら
え
る
。
生
活
体
系
と
は
、
生
活
維
持
の
た
め

　
　
に
営
ま
れ
る
経
済
的
・
非
経
済
的
活
動
の
総
体
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
移
住
開
拓
島
を
定
住
化
。
無
人
島
化
と
対
比
さ
せ
、
移
住
後

に
構
築
さ
れ
る
生
活
を
持
続
す
る
生
活
体
系
・
途
絶
す
る
生
活
体
系
と
対

比
さ
せ
て
と
ら
え
る
。

　
無
人
島
化
し
た
移
住
開
拓
島
の
調
査
計
画
の
具
体
的
な
案
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
調
査
先
は
、
移
住
開
拓
島
の
X
島
と
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。

〔
１
〕
X
島
の
近
代
移
住
開
拓
史

　
　
X
島
の
移
住
開
拓
生
活
変
遷
史
を
、
移
住
後
の
定
住
生
活
の
形
成
と

　
　
途
絶
過
程
に
つ
い
て
、
X
島
移
住
を
経
験
し
た
人
や
見
聞
し
た
人
た

　
　
ち
か
ら
の
聞
き
取
り
・
参
与
観
察
調
査
と
文
献
資
料
調
査
か
ら
明
ら

　
　
か
に
す
る
。

〔
２
〕
生
業
活
動
に
お
け
る
X
島
と
周
辺
地
域
と
の
関
係

　
（
i
）
X
島
を
中
心
に
み
た
周
辺
地
域
と
の
関
係
一
X
島
の
定
住
生
活

　
　
に
つ
い
て
、
人
（
労
働
力
、
家
族
）
と
モ
ノ
（
食
料
、
生
産
物
、

　
　
道
具
類
な
ど
）
を
通
し
た
周
辺
地
域
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
観
点

　
　
か
ら
聞
き
取
り
・
参
与
観
察
と
文
献
資
料
に
よ
る
調
査
を
お
こ
な

　
　
い
、
X
島
側
か
ら
周
辺
地
域
と
の
関
係
の
形
成
と
変
容
を
明
ら
か

　
　
に
す
る
。

　
（
‥
1
1
）
周
辺
地
域
を
中
心
に
み
た
X
島
と
の
関
係
一
X
島
の
周
辺
地
域
に

　
　
お
い
て
、
食
料
、
生
産
物
、
生
活
物
資
な
ど
の
流
通
と
販
売
を
通

　
　
し
た
X
島
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
観
点
か
ら
聞
き
取
り
・
参
与
観

　
　
察
と
文
献
資
料
に
よ
る
調
査
を
お
こ
な
い
、
周
辺
地
域
側
か
ら
X

　
　
島
と
の
関
係
の
形
成
と
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
３
〕
無
人
島
化
し
た
X
島
と
定
住
化
に
成
功
し
た
移
住
開
拓
島
と
の
対

　
　
比
的
把
握

　
　
〔
１
〕
と
〔
２
〕
で
得
ら
れ
た
資
料
を
ふ
ま
え
て
、
定
住
化
に
成
功

　
　
し
た
移
住
開
拓
島
と
無
人
島
化
し
た
X
島
を
対
比
的
に
と
ら
え
て
、

　
　
移
住
社
会
に
お
け
る
定
住
生
活
の
持
続
・
途
絶
過
程
を
比
較
研
究
す

　
　
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
後
に
構
築
さ
れ
る
持
続
可
能
な
生
活
体
系
と

　
　
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
の
調
査
計
画
案
の
特
色
は
、
移
住
社
会
に
構
築
さ
れ
る
持
続
可
能
な

生
活
体
系
を
析
出
す
る
た
め
に
、
と
く
に
定
住
化
に
失
敗
し
無
人
島
化
し

た
移
住
開
拓
島
の
事
例
に
注
目
し
て
、
定
住
化
に
成
功
し
た
事
例
と
対
比

し
て
と
ら
え
て
比
較
研
究
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
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単
に
失
敗
し
た
事
例
に
学
ぶ
と
い
う
だ
け
で
な
い
。

　
移
住
社
会
は
人
や
モ
ノ
の
移
入
と
移
出
の
流
動
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
流
動
性
は
移
住
社
会
を
維
持
・
成
立
さ
せ
て
い
る
特

徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
人
島
化
を
引
き
起
こ
す
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
の

流
動
性
は
移
住
社
会
の
定
住
生
活
を
持
続
化
さ
せ
も
し
無
人
島
化
さ
せ
も

す
る
諸
刃
の
剣
の
関
係
に
あ
る
。

　
定
住
生
活
が
途
絶
し
て
い
っ
た
無
人
島
化
の
過
程
を
と
ら
え
て
、
定
住

化
に
成
功
し
た
事
例
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
社
会
を
支
え

る
流
動
性
の
仕
組
み
を
よ
り
一
般
化
し
た
形
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。
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